
（独）国⽴病院機構 SSｰMIX2標準規格を⽤いたIT基盤の構築事業（独）国⽴病院機構 SSｰMIX2標準規格を⽤いたIT基盤の構築事業

平成１６年にＮＣ及びハンセン病療養所を除く国⽴病院と
国⽴療養所を独⽴⾏政法⼈化
１．病院数：１４３病院
２．病床数：約５.２万床(全国シェア３.３％)
３．職 員：約５.８万⼈
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新規導入

導入済み病院

年度

国⽴病院機構における電⼦カルテ導⼊病院数の推移（H27.3.31時点）

平成27年3⽉時点
89病院が電⼦カルテを導⼊

計画計画

病院数
【事業内容】
1. 国⽴病院機構において、病院間でばらつきのあ

る電⼦カルテ情報を統⼀させるため、各病院の
電⼦カルテデータを標準コードに紐付けるデー
タマッピングを⾏い、SS-MIX2規格を⽤いた
データベースを構築する。

2. 各⼯程を⽰した⼿順書を作成し、公開する。

【期待される効果】
 IT基盤の構築における技術的課題及びその対応
策の明⽰することが可能（⼿順書を公開）

 標準化技術活⽤などによる費⽤低廉化モデルの
⼀つを提⽰

62.2％

病院群 病院数

⼀般病床
（DPCⅡ群７病院）

500床以上 13

50350床〜500床 23

350床未満 14  

複合（⼀般病床及び精神・障害者病床） 34

93障害者関係病床中⼼ 45

精神科病床中⼼ 14

合 計 143 

国⽴病院機構のネットワーク〜多様な病院群〜
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マッピング作業
病院マスタ
⇒標準マスタ

各病院
（SS-MIX2ストレージ整備）

電子カルテ
データ

標準化

フォーマット変換
標準化プログラム
差分吸収プログラム

マッピング作業
病院マスタ
⇒標準マスタ

各病院
（SS-MIX2ストレージ整備）

電子カルテ
データ

標準化

フォーマット変換
標準化プログラム
差分吸収プログラム

 臨床評価指標の作成、経時モニ
タリング

 臨床疫学研究の推進
 診療機能分析レポートの作成
 薬剤副作⽤動向調査
 被験者データベースによる治験
の促進など

◎強固な情報セキュリティポリシーに
基づいた仕組み・設備と牽制体制の確⽴

データセンター
（SS-MIX2ストレージＤＣ）

SS-MIX2

…

医療の質の向上

臨床研究

病院経営

・患者同意に係る
手続き等

・データ利用に係
るルール、関連法
規等との適合性

法規・倫理

ユーザー専⾨部会による
データの利⽤に係る検討
ユーザー専⾨部会による
データの利⽤に係る検討

匿名化・
抽出して

提供

マッピング作業
病院マスタ⇒標準マスタ

各病院
（SS-MIX2ストレージ整備）

電子カルテ
データ

フォーマット変換
標準化プログラム
差分吸収プログラム

マッピング作業
病院マスタ
⇒標準マスタ

各病院
（SS-MIX2ストレージ整備）

電子カルテ
データ

標準化標準化

フォーマット変換
標準化プログラム
差分吸収プログラム

⼿順書の作成・公開

SS-MIX2モジュールを
医療機関に適⽤するため
の作業⼿順を作成・公開

現地適⽤作業の標準化
⇒標準化の普及促進

各ベンダによる標準モ
ジュールセットの開発
⇒標準化の普及促進

（独）国⽴病院機構 電⼦カルテ情報を収集・活⽤するしくみ（独）国⽴病院機構 電⼦カルテ情報を収集・活⽤するしくみ




